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子 ど も 政 策 課 

 

保育所等における不適切保育等の総合的な相談対応の強化について 

  

 保育所等での不適切保育（※）が疑われる事案等の総合的な相談窓口を設置すると

ともに、寄せられた相談内容に対し、迅速かつ専門的な見地から的確に対応するため

の仕組みを構築します。 

 ※不適切保育とは、虐待（身体的虐待、心理的虐待、性的虐待、ネグレクト）、その 

他子どもの心身に有害な影響を与える行為及び虐待等と疑われる行為です。 

 

１ 背景 

  区は、児童相談所設置市として、区の権限で保育施設等の指導検査や区職員によ

る巡回訪問を実施するとともに、各保育所等への巡回指導アドバイザー派遣や人権

研修をはじめとする各種研修を行うことで、保育の質の向上を図り、不適切保育の

未然防止を図ってきました。 

  一方で、全国的には不適切保育が相次いでおり、こども家庭庁及び文部科学省が

実施した全国調査（令和５年５月公表）によると、令和４年４月から１２月の間に、

保育所では９１４件の不適切保育が、保育施設全体では１，３１６件の不適切保育

が確認されました。また、調査結果の公表とともに、こども家庭庁では「保育所等

における虐待等の防止及び発生時の対応等に関するガイドライン」を策定し、同ガ

イドライン上で不適切保育が疑われる事案を相談できる窓口を設置することは重

要であるとしています。区においても、相談を受け付け、適切な改善指導につなげ

る仕組みを構築し、子どもの権利を守る必要があります。 

 

２ 保育所等における不適切保育等の総合的な相談対応の強化策 

（１）不適切保育が疑われる事案等の総合的な相談窓口の設置 

  ア 概要 

施設内での子どもに対する不適切保育が疑われる相談などを幅広く受け付

けるための総合的な相談窓口を設置します。 

イ 相談者 

    次の区内施設に通う子どもの保護者や近隣住民及び施設に勤務する職員等 

 

    

 

 

ウ 受付方法（受付時間） 

    ＷＥＢ受付（２４時間３６５日対応） 

エ 相談内容 

    施設における子どもへの不適切保育が疑われる事案等に関する相談 

    ※原則、「実名」での相談とします。 

・認可保育所（区立・私立） ・認定こども園 ・港区保育室 ・小規模保育事業  

・居宅訪問型保育事業 ・家庭的保育事業 ・東京都認証保育所 ・事業所内保育事業  

・病児・病後児保育室 ・認可外保育施設 ・一時預かり事業 ・子育てひろば等 
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（３）相談への対応の仕組み 

ア 概要 

相談窓口に寄せられた相談内容に対し、迅速かつ専門的な見地から的確に対

応するため、新たに配置する保育専門アドバイザーの派遣など、運営法人や保

育所等に対する適切な改善指導につなげるための仕組みを構築します。 

イ 対応の流れ 

 （ア）相談内容の確認（相談者への事実確認等） 

（イ）保育専門アドバイザーや弁護士等の派遣、現場調査 

 （ウ）ケース会議の開催（不適切保育の判定会議等） 

 （エ）重大案件（※）発生時の第三者委員会設置 

 （オ）施設への現場指導 

 （カ）保護者等へのフィードバック 

※重大案件とは、ケースごとに判断となりますが、以下の事案を想定してい

ます。 

・死亡事例や重度の障害が残るような虐待が行われた事例 

・複数の職員により不適切保育が行われた事例 

・継続的に不適切保育が行われている事例 等 

  

３ 事業規模 

１，５４０千円 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和５年９月  令和５年第３回港区議会定例会補正予算案提出 

令和６年１月  事業開始 


